平成３０年度　第６回気高地域振興会議議事概要
日　時　平成３０年１１月２６日（月）午後１時３０分から午後３時３０分
場　所　気高町総合支所２階第１会議室
〔出席委員〕

池長綾子委員、田中洋二委員、池原隆秋委員、田中敦志委員、荒尾 　極委員、水津文恵委員、三澤秀正委員、米田克彦委員
〔欠席委員〕
河根裕二委員、西尾雅彦委員、松本弥生委員、横田昭男委員
〔事務局〕

武田敏男支所長、岡本幸子副支所長、大角正道市民福祉課長、木下敬一産業建設課長
石井盛光地域振興課課長補佐
鳥取市水道局　経営企画課　西垣昭宏課長、西地域水道事務所　所長　中島憲啓
［傍聴者］
なし
◎会議次第

１　開会

２　あいさつ
３　報告事項

　　（１）統合前の簡易水道給水区域の整備計画（地域水道整備計画）について
４　その他
（１）浜村温泉館再開に向けての要望書について
（２）気高地域内の小学校の教育（学校）のあり方検討状況等について
（３）敬老会について
（４）ほっとカフェについて
（５）こども食堂について

　　
５　閉会
◎議事概要

１　開会

２　会長あいさつ
３　報告事項

（１）統合前の簡易水道給水区域の整備計画（地域水道整備計画）について
【水道局】Ｐ１からＰ５に基づき説明。

【委員】Ｐ３（図１）の気高第５・気高第６周辺は、水源地・浄水場を５ケ所減らして、１ケ所新設、あとは今までどおりとなっているが、たまに水圧がないことがあり、説明のあった計画で問題がないと認識していいか。
【水道局】水道の水圧については、配水池という水のタンクがありますがその高さが適正であるか、また、埋設してある水道管が適正なルートであるか。たとえば、管が細かったりすると、たくさん水が供給されたときに圧力が低くなる傾向があります。

いろいろな条件があり、どういう形で水圧が低いのかわかりませんので、一概には言えませんが、計画の中で管路を適正なものに敷設替えをしていく計画をしており、その整備後は水圧が低くなることはありません。また、施設の数により水圧が低くなるということはありません。
【委員】水圧が上がると漏水が発生し、職業柄、よく問合せがある。どのような対応をして頂けるか。
【水道局】水道水圧の基準は、１．５キロが最小で最大が７．５キロです。水圧が高くなるということですが、仮に配水池が高い所にできた時に切り替えがされたとしたら、何キロかの水圧が上がる可能性もあります。その場合は、基準内を原則としながら全体を見て、減圧弁を設置するなどして、圧力が変わらないように配慮をすることもあります。

もう一点ですが、水道局では、屋内の漏水調査を無料で実施しています。水道局に申込みして頂ければ、委託している業者が漏水箇所の調査をします。
【委員】夏場に、浜村地区の海岸に近い所は、水温が、お湯のようだと聞いたことがあるが、水道管というのは地上に近いのか。

【水道局】水道管の深さは、ほぼ６０㎝から１．３ｍの間です。最近は、１ｍ付近が多い。それ以外に川があると橋に添架しており露出していることもあります。また、水量の動きが少ない場合も、水温上昇の原因と考えられます。改善できるものは、可能な限り対応しますのでご相談頂ければと思います。

【委員】Ｐ３（図１）の気高第５・第６の気高町八束水周辺は、浄水場等が完全に廃止となっているが問題ないのか。

【水道局】２０年計画で、整備は最後の方となりますが、気高第６の下側にある配水池が完成し、そこから八束水へ水道管を敷設して供給していきます。

【委員】地下水をくみ上げる場合と、千代川からとる場合、どちらが安いのか。
【水道局】簡単に比較することはできませんが、例えば鳥取市の旧市街地の辺りは千代川の伏流水、川底の約３メートル下を流れている水を取り、それを江山浄水場で膜ろ過した水を供給しています。供給している地区が市全体の８０％以上の水量となっています。統合前の簡易水道地域というのは水源地・浄水場が１２０ケ所あり、ほとんど地下水です。次亜塩素酸ソーダという薬品処理をして供給しておりますので、一般的には地下水の方が処理をする過程がないので安いこともありますけども、地下の深い所から汲み上げると電気代が高いとか、地下水の水質がよくなかったら、膜ろ過をして供給している施設がありますので個別にみてみないとわかりません。
補足ですが、水道料金はもともと統合前の上水道区域が値上がりしたところで、７月請求分から適用されております。統合前の簡易水道区域は、平成２９年４月に統合してから３年後に上水道区域の料金に統一することにしておりますので、約１年半先に今の上水道と同じ料金になるということです。
４　その他
（１）浜村温泉館の早期再開に関する意見書（案）について
【会長】浜村温泉館の再開に向けて検討している中で、気高地域振興会議から鳥取市へ意見書を提出して頂くよう要望がありまして、ことのことについて、検討メンバーである●●委員に説明をして頂きたいと思います。
【●●】Ｐ７からＰ１２、別紙　意見書（案）に基づき説明。
【会長】意見書（案）の提出には、委員の総意でなければなりません。意見はありますでしょうか。

【委員】貝がら節を伝承するためのコーナーも計画されているようだが、多くの方が参加しているところに正調貝がら節を披露する計画はないのか。
【委員】私も検討メンバーですので発言させていただきますが、貝がら節はすばらしい財産であり、温泉館の中で伝承していけばという気持ちであり、また、温泉館で、貝がら節踊りなど披露するようなことも考えております。
【委員】確認ですが、温泉館再開に向けての改修費は、鳥取市が予算化するということですか。
【事務局】鳥取市が温泉館を所有しておりますが、すべて修繕して、指定管理者でお願いするということはありません。地元が盛り上がり、運営していくよう形になれば、鳥取市も支援するというスタンスです。
【●●】１年以上に渡り、鳥取市と協議してきて、今度、道の駅がオープンするわけですが指定管理制度はこれで最後ということでした。温泉館については、指定管理は難しいと、ただ、地元が頑張るとか、主体となって運営するのであれば、鳥取市としては協力するということです。
【委員】浜村と言えば、貝がら節だが、あまり、とらわれ過ぎていると視野が狭くなるのではないかと心配する部分もある。検討メンバーについては、若手も加えればいいのではないか。今回提案された意見書（案）については、異論はありません。
【会長】若手の意見はこれから必要、なかなか難しいと思うが、声を掛けてほしいと思います。その他、意見がないようでしたら終わりたいと思いますが、委員の皆様の総意として鳥取市に提出してよろしいか。
【委員】異議なし。

（２）気高地域内の小学校の教育（学校）のあり方検討状況等について
【事務局】別紙　気高地域内の小学校の教育（学校）のあり方検討状況等について説明。

【会長】先般、瑞穂校区７０代の方の話を聞いたのですが、合併した方がいいと思うが若い人は、反対する。何故かと聞くと、「マンツーマンで教えて頂け、勉学が進む。」と言っていた。
【委員】逢坂地区では、若い方の意見を尊重するという感じだった。はじめは、統合ありきではなく、逢坂小学校を維持していきたい考えだったが、若い方がそれはおかしいのではないかということで、地区住民からのたくさんの意見をいただき結論がでた。
【委員】宝木地区は、検討会がまだ始まったばかりで１４人のメンバーである。現在、統合と現状維持のメリット・デメリットを学習している。先ほど同様に小さい学校の方がいいぞという方もいれば、競争が必要とか、団体スポーツが出来ないという意見もある。
【委員】宝木小学校の検討会メンバーはどのような構成か

【事務局】準備会を立ち上げ、その意見から小学校ＰＴＡから３名、保育園保護者会から３名、自治会、まち協からメンバーに入って頂いています。
【委員】検討期間が校区ごとに違うようだが、結論が出てからでないと、連絡会を設置しないということか。
【事務局】方向性を出す期限は要綱での期限であり、瑞穂の場合は、ゆっくり議論をしていこうということで２ケ月に１回のペースで開催されています。宝木と浜村に関しては、逢坂の結論がでている状況と校舎が老朽化しており、期限を早めに設定しています。検討状況により延長が可能な但し書きがあります。そういうところも含めて、連絡会で、話を進めて方向性を見いだせるのではないかと思っており、現在、４小学校区の連絡会設置を考えています。
【委員】校区審議会というのは、気高の方は入っているのか。
【事務局】教育委員会から直接委嘱されており、気高地域小学校区の検討メンバーから選出ということではありません。

（３）敬老会について
【事務局】来年度の敬老会についての検討状況を報告しておきます。今まで、気高町トレーニングセンターを会場にして気高町全域対象で開催していましたが、気高町地域福祉推進協議会では、多くの参加者に来て頂くよう５地区それぞれで開催する検討を進めております。
（４）ほっとカフェについて
【事務局】Ｐ１３に基づき説明。
（５）こども食堂について

【会長】こども食堂の状況をわかる範囲で教えていただけないでしょうか。

【事務局】現在、第１、第３金曜日に実施しております。●●委員が詳しいのでお答えできますか。
【委員】スマイルセンターで、初めは４０食でしたが今は６０食に増えました。食材なども提供して頂いており安定して経営している。季節に応じて手作りの料理を提供できることは良かったと感じているところです。
５　　閉会
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